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2026 年 春の川のほとりキャンプ感想  

  

小５男子保護者（2026 年 4 月記す） 

学生さんたちの「〇〇だよー」「〇〇だねー」の掛け合いで始まるはじまりの会。言葉の響き

が優しくて心地良く、アサヒキャンプの世界に無理なく入り込んでいけます。  

「野外キャンプの練習になるよ」と、療育仲間からアサヒキャンプの存在を教えてもらったの

は、10 年ほど前のことでした。長男を参加させてみたかったものの、ずっと尻込みしていまし

た。しかし最近になり、先輩ママ方からのお話で再び関心が向いてきていたところ、小４になっ

た次男がやたら「学校行きたくないな」と言うようになったのが決定打になりました。募集締切

日ギリギリで次男の参加を申し込むことになりました。  

初めてのお泊りでしたが、次男はキャンプを楽しんだようです。私が興味深かったのは、説明

会が終わった後に「もうママはお友達ができたの？」（私がママ友さんとしゃべっているのを観察

していたのか！）、「ぼく、二段ベッドは下で寝たい」（あれ？泊りは嫌と言っていたのに）、キャ

ンプが終わって迎えに行くと「ぼくのグループのかまどの火が一番すごかった！」（えっ、開口一

番がそれ？）という発言の数々。今までにない息子の視点がとても新鮮で、珍しく自分が感じた

ことをストレートに表現していました。そこには学校で求められる児童像ではなく、家庭で担っ

ている息子像でもなく、そのまんまの次男の姿があったように思います。  

10 年前の私は、アサヒキャンプを集団生活の修行か何かのように感じていました。しかし実

際にはそんなものではなくて、多様性に配慮しつつ、子どもたちそれぞれの「今」に寄り添って

関係を築いてくれる場所でした。そう実感すると子育てで感じていた緊張感がゆるみ、心が軽く

なっていきます。「あぁ、ここに来てよかったなぁ」としみじみと思いました。  

アサヒキャンプがずっと続いていてくれたこと、そしてここに連れてきてくれた長男と次男に

感謝したいです。 


